
（仮称）津市久居ホール管理運営について
検討をおこないました。
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◎収支の方針

収支計画について

前回の検討委員会を振り返り、その後事

務局から、管理運営計画策定等支援業者で
ある㈱ｼｱﾀｰﾜｰｸｼｮｯﾌﾟとで検討された管理運
営方針（案）の提案がなされ、それに基づ
き検討が行われました。

１

２

積極的な資金調達活動を行い、多様な
収入の確保を目指します。

創意工夫による経費の削減を促します。

地域住民や市民、まちの将来に必要な
投資と捉えられる取組については、積
極的に取り組みます。

３

提案に対し、下記のような意見が出ました。

・多様な収入確保の手段を、そのメリット

も明確にしながら検討していく必要があ

る。

・自主事業予算をどう確保するかは大きな

課題である。

管理運営の方針について

◎本施設の位置づけ

計画書を仕上げていくにあたり、計画書の

見直しや追加がされました。

平成２６年に策定された津市文化振興計画(改

訂版)に基づき、本施設については津市の文化振
興の拠点施設として位置付け、下記他2施設と連
携して市全域の芸術文化の振興と発展を目指し
ます。

連携

継続的かつ安定的な運営を実現するため、収

支計画に関する提案がなされました。
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右記までご意見ご感想をお寄せください。
また、津市ホームページもご覧ください。

～地域をつなぐ開かれた独自性のある文化芸術の創造拠点～

今回の管理運営検討委員会では、前回の委員会で検討された事業計画・組織計画・利用規則 等をも
とに検討が行われました。今まで検討されてきたことを元に、計画書を仕上げていきます。

◎運営主体の方針と体制について

組織計画について

久居ホールの基本理念や管理運営の基本方

針を実現し、また久居独自の様々な事業を展
開していくためには、最適な体制・人員配置
を選択することが重要になります。
前回検討委員会に引き続き、久居ホールで

どのような運営主体にするべきか、熱い議論
が交わされました。

第６回（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会

施設の役割
に関する評

価

○自主事業の実施内容○観客数・参加者数
○鑑賞・参加満足度○地域との連携状況

○施設稼働率○利用者数○貸館満足度 等

施設運営に
関する評価

○個人情報保護への対応
○情報提供手法についての観客、利用者等
の満足度
○サービスの内容

○安全管理、リスク管理への対応状況 等

マネジメント
に関する評価

○専門性の高い人材の配置、育成状況
○人員の適正配置
○外部資金の活用状況

○自主財源比較

◎評価対象と評価項目

事業評価について

提案に対し、下記のような意見が出ました。

・劇場法に基づく本格的なホールとするならば、劇
場法にある人材育成の観点から、人材輩出機能は
評価ポイントとして必要である。

・ホールの観客数、イベントの参加者数など数値で
出る評価もひとつの指標だが、質を担保するうえ
でもいくつかの視点・指標を持つことが大事であ
る。

・評価の中に、施設の目標や理念等に見合う津市と
して特徴のある、独自のものを入れていくべき。
また市民の意見を評価の中に入れていく事が大事。

優れたサービスや質の高い事業の提供など
の実現のためには、柔軟な施設運営が必要と
なることから、指定管理者による運営を前提
とするが、施設の維持管理や鑑賞事業は指定
管理者が担い、市民協働事業・育成事業は主
に市が実施するという提案がなされました。

提案に対し、下記のような意見が出ました。

・指定管理者で何よりも大事なのは、ただ全国的な
ビジネス展開だけでなく、地元の芸術文化に携わ
る人材が活躍すること。優秀な人材が地元に残る
ようなシステムをつくっていく事が重要である。

・自主事業について鑑賞事業は指定管理者に任せ、
市民協働事業や育成事業に関しては市が担うとい
う体制についてはバランスがうまくいくのか疑問
である。

・津リージョンプラザや津市白山総合文化センター
との連携をどうしていくか考えた場合に、久居
ホールだけに力を注いでしまうと、他がおざなり
になってしまう可能性がある。文化行政としても
他の施設まで考えられるととても良い。

・どんな指定管理者に任せるにしても、市もある程
度は文化行政とは何かという事を分かっている人
を育てていかなければならない。
評価や選考のときにリードできる人材が絶対に必
要である。今から育成体制を考えておくべき。

・市の考えでは、これまでの指定管理者制度では
モニタリングが足りないという認識だという事だ
が、モニタリングを厳格化する事が、どれだけ現
実性があることなのか疑問である。
ただでさえ、指定管理者に応募してくれる業者の
可能性が少ない中で、その部分をさらに厳しくす
ることは、さらに自分たちの首を絞めることにな
るのではないか。

文化芸術の拠点としてふさわしい運営が担

保されるように評価を実施するため、事業評
価に関する提案がなされました。


